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10日に開催 され た。 申請者 による研究概要の説
明の後,委 員より,1)6種 類の窩洞形態の設定,
2)2種 類の フロアブルタイプとボンデ ィング剤
の選択,3)剪 断面着試験 を行った理由,4)荷
重点の決定法,な どについて質疑があり,いずれ
も申請者か ら的確 な回答が得られた。また,委 員
会での指摘にそって,英 文抄録,方 法,考 察,結
論,図 表における追加 ・修正がなされた。
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一方,歯髄腔が大 きく髄角 も突出 しているため,
歯質切削量 を可及的に少なくする努力が求め られ
ている。 しか し,乳歯齲蝕は進行が速 く,容易に
深部に達するため,齲 蝕病巣の除去により窩洞が
広 く深くなって しまうことも少なくない。 こうし
た乳臼歯に対 してコンポジットレジンを応用する
際は,咬 合圧による辺縁破折,摩 耗による二次齲
蝕などか ら予後不良 となることも危惧 される。














2mmに し,辺縁形態 にはス トレー ト,フレアー,
リバースカーブ状を付与 した6種 類の窩洞を設定
した。コンポジットレジンは,従 来のペース ト型
